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【八柱神社本殿】真壁町塙世地区に金剛院の聖天堂として天明5年(1785)に建立され、明治
時代に神社になりました。極彩色に彩られ、精緻な彫刻が建物の外周を埋め尽くす豪華さ
は圧巻です。柱や桁の薄肉彫り文様は勿論、壁面や脇障子の上から下まで人物や動植物の
籠彫り彫刻が施され、まさに粋を集めた装飾建築です。
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23

会議録
桜川市議会

一
般議案に

　

　
対する議 案 審 議

　令和２年第４回定例会は12月8日　令和２年第４回定例会は12月8日
から11日まで、令和２年第４回臨時から11日まで、令和２年第４回臨時
会は11月25日に開催され、多岐にわ会は11月25日に開催され、多岐にわ
たり審議が行われました。その中かたり審議が行われました。その中か
ら、主な質疑を掲載します。ら、主な質疑を掲載します。

桜
川
市
真
壁
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

問　

こ
の
条
例
は
、
私
が
農

業
高
校
に
い
た
と
き
で
、
平
間

町
長
は
農
業
を
す
る
人
の
た
め

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

作
っ
て
く
れ
た
ん
だ
と
、
喜
ん

だ
も
の
で
す
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、
予
算
書
・

決
算
書
で
は
教
育
関
係
で
は
な

く
、
農
業
関
係
の
と
こ
ろ
に
計

上
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
も
う

耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
予
算
書
で
も
教
育
関

係
の
位
置
に
お
い
て
も
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
年

度
か
ら
、
予
算
書
の
書
く
位
置

を
変
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答　
真
壁
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
57
年
に

農
業
関
係
の
補
助
を
受
け
て
建

設
し
ま
し
た
。
予
算
科
目
は
農

林
水
産
費
に
計
上
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
施
設
の
管
理
は
、

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

の
管
轄
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
財
政
課
と
の
協
議
と
な
り

ま
す
が
、
教
育
費
に
計
上
す
る

こ
と
を
設
置
管
理
条
例
の
改
正

と
共
に
調
整
い
た
し
ま
す
。

地
域
商
社
設
立
事
業
１
０

３
０
万
５
千
円

問　

地
域
商
社
設
立
事
業

１
０
３
０
万
５
千
円
は
、
鍬
田

に
あ
る
自
動
車
販
売
所
の
建
物

を
借
り
て
、
地
域
商
社
を
作
る

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
地
域
商

社
を
来
年
４
月
に
開
店
す
る
ま

で
に
要
す
る
費
用
の
総
額
は
概

算
で
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

　
ま
た
、
こ
の
建
物
は
月
20
万

円
で
借
り
る
と
の
こ
と
だ
が
、

何
年
契
約
で
借
り
る
の
か
。

答　
総
額
は
６
５
８
１
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
内
訳
は
、

設
立
準
備
及
び
支
援
業
務
委
託

３
７
６
万
円
、
直
売
所
の
改
装

や
備
品
購
入
等
５
１
７
５
万
円
、

株
式
会
社
設
立
等
１
０
３
０
万

円
、
な
お
、
直
売
所
の
整
備

及
び
備
品
購
入
費
等
は
、
国

の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
５
１
７
５
万
円
）
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
契
約
期
間
は

令
和
２
年
10
月
か
ら
令
和
４
年

３
月
ま
で
の
１
年
半
で
す
。
そ

の
後
は
協
議
に
よ
り
再
契
約
可

能
と
し
て
お
り
ま
す
。

問　
市
と
こ
の
地
域
商
社
と
の

関
わ
り
あ
い
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

市
は
地
域
商
社
の
株
主

（
持
ち
株
83
％
）
で
す
の
で
、
会

社
法
で
認
め
ら
れ
た
権
利
に
基

づ
き
関
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
こ
の
建
物
の
出
入
り
口
は

国
道
側
か
県
道
側
か
。

答　
交
通
事
故
な
ど
を
考
慮
し

て
、
県
道
側
の
み
を
利
用
す
る

方
向
で
す
。

期
末
手
当
の
減
額

問　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
期
末

手
当
が
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
桜

川
市
は
、
県
下
の
中
で
も
給
料

が
一
番
低
い
状
態
に
あ
る
。
桜

川
市
職
員
は
こ
の
人
事
院
勧
告

の
内
容
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

人
事
院
の
給
与
勧
告
は
、

社
会
一
般
の
情
勢
に
適
応
し
た

適
正
な
給
与
を
確
保
す
る
機
能

を
有
す
る
も
の
で
す
。
国
家
公

務
員
の
給
与
水
準
を
民
間
企
業

の
給
与
水
準
と
均
衡
さ
せ
る
こ

と
を
基
本
に
勧
告
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
桜
川
市
に
お
き
ま

し
て
も
、
人
事
院
勧
告
に
従
い
、

条
例
改
正
を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。
減
額
す
る
こ
と
は
職
員
も

理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

加工施設 ( 本木地区 ) 特産品直売所(真壁町椎尾地区)

一
般
会
計
補
正
予
算

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
ら
、
重
症
化
す
る
リ

ス
ク
の
高
い
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
を
有
す
る
方
々
が
、
本
人
の

希
望
で
抗
原
定
量
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
抗
原
定

量
検
査
の
違
い
は
何
か
。
ま
た
、

こ
の
検
査
に
係
る
費
用
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
ウ
イ

ル
ス
の
遺
伝
子
を
増
幅
さ
せ
て

検
出
す
る
方
法
で
す
。
ウ
イ
ル

ス
の
量
も
判
定
で
き
ま
す
。
抗

原
定
量
検
査
を
行
っ
て
陽
性
に

な
っ
た
場
合
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
量
を
診
断
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
最
終
的
に
は
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
抗
原

定
量
検
査
は
1
件
当
た
り
８

１
８
０
円
で
委
託
す
る
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
個

人
負
担
が
３
０
０
０
円
で
、
５

１
８
０
円
を
国
と
市
で
そ
れ
ぞ

れ
２
分
の
１
を
負
担
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

問　
2
つ
の
施
設
（
真
壁
特
産

品
直
売
所
・
加
工
施
設
）
の
指

定
管
理
で
す
が
、
直
売
所
は
指

定
管
理
料
な
し
で
、
加
工
施
設

は
10
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
生
じ
て

く
る
の
か
。

答　

真
壁
特
産
品
直
売
所
は
、

平
成
5
年
か
ら
「
豊
か
な
村
づ

く
り
事
業
」
を
活
用
し
施
設
を

つ
く
り
、
真
壁
町
直
売
組
合
に

運
営
を
委
託
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
合
併
を
契
機
に
、
指

定
管
理
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

当
初
よ
り
事
業
収
益
が
黒
字
で

あ
っ
た
た
め
に
、
管
理
料
は
な

し
と
し
て
い
ま
す
。
雨
引
小
学

校
北
に
あ
る
加
工
施
設
は
、
大

和
村
時
代
に
駐
在
所
跡
を
引
き

受
け
た
も
の
の
、
借
り
手
が
見

つ
か
ら
ず
、
大
和
加
工
食
品
技

術
研
究
会
に
利
用
を
打
診
し
、

平
成
23
年
度
よ
り
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
当
初
の
管
理

料
は
20
万
円
で
し
た
が
、
平
成

29
年
度
よ
り
10
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

　年４回（３・６・９・12月）の定例会や臨時
会の会議録は、開催月の３ヵ月後にホームページ
にアップされます。

　　桜川市 会議録　で検索

市議会の会議録が

閲覧できます

市のホームページから

①「桜川市議会」をクリック ②「会議録」をクリック→会議録画面が見られます

真壁農業者トレーニングセンター

地域商社設立予定地 ( 鍬田地内 )
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第４回定例会（12月8日〜12月11日）審議された議案と結果
条例の改正

手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決

税外諸収入の滞納金督促手数料及び延滞金
徴収条例等の一部を改正する条例 可決

国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営
に関する基準等を定める条例の一部を改正
する条例

可決

真壁農業者トレーニングセンターの設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決

体育施設設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例 可決

人事・その他

教育委員会委員の任命 同意

公平委員会委員の選任 同意

議会改革特別委員会委員の選任 決定

真壁特産品直売所の指定管理者の指定 可決

加工施設の指定管理者の指定 可決

市道路線の廃止 可決

市道路線の認定 可決

茨城県市議会議長会から感謝状が贈られました。

感謝状感謝状

仁平　実

茨城県市議会議長会　感謝状

第４回臨時会（11月25日)

専決処分

令和２年度一般会計補正予算（第8号） 承認

条例の改正

桜川市職員の給与に関する条例及び桜川市
一般職の任期付職員の採用及び給与の特例
に関する条例の一部を改正する条例

可決

桜川市特別職の職員の給与並びに旅費及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例

可決

その他

工事請負契約の議決事項の変更（令和1・2
年度継続事業  旧県西総合病院解体工事） 可決

補正予算

令和２年度一般会計補正予算（第9号） 可決

令和２年度介護保険特別会計補正予算（第
3号） 可決

請願

種苗法「改正案」の廃案を求める請願 不採
択

トンネルじん肺根絶の抜本的な対策を求め
る請願書

継続
審査

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
経
済
対
策

の
一
環
で
実
施
し
た
地
域

応
援
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
第

2
弾
の
発
行
を
お
願
い
し

た
い
が
、
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長 

こ
れ
ま
で
の
地
域

応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
利
用
状

況
で
す
が
、
11
月
20
日
現

在
、
飲
食
店
で
の
利
用
で

１
２
７
７
万
３
０
０
０
円

分
、
買
物
で
の
利
用
で
１

７
８
６
万
８
０
０
０
円
分
、

合
計
約
３
０
６
４
万
円
分
、

予
算
の
約
５
０
％
の
チ

ケ
ッ
ト
が
利
用
さ
れ
、
取

地
域
応
援
チ
ケ
ッ
ト
に

つ
い
て

軽部　徹 議員

菊池伸浩 議員

扱
店
舗
へ
の
換
金
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
飲
食
店

で
の
利
用
率
が
全
体
の
４

２
％
と
高
い
た
め
、
お
食

事
に
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
分

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
取
扱
店
舗
数
は
、
飲

食
店
５
７
店
舗
、
商
店
１

６
４
店
舗
、
合
計
２
２
１

店
舗
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
２
弾
の
発
行
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
が
原
資
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
国

か
ら
の
交
付
金
等
の
追
加

交
付
が
あ
れ
ば
、
再
度
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て桜

川
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
額
に
つ
い

て
伺
う
。

　
ま
た
、
納
税
額
を
増
や

す
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
組
を
予
定
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

総
合
戦
略
部
長

こ
れ
ま
で
の
納

税
額
の
推
移
と
納
税
額

の
平
均
に
つ
い
て
、
令
和

元
年
度
が
２
２
０
３
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
直
近
3

年
間
の
平
均
の
額
は
１
８

７
３
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
受
入
額
は
、

茨
城
県
内
で
多
い
順
か
ら

35
番
目
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度

で
は
、
経
費
を
引
い
た
１

４
８
０
万
円
が
市
の
収
入

と
な
っ
て
お
り
、
本
事
業

の
収
入
割
合
は
６
７
・
１

８
％
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な

お
、
市
税
全
体
か
ら
見
た
、

本
事
業
収
入
の
割
合
は
約

０
・
３
％
で
す
。

　

今
後
は
、
今
年
度
設
立

予
定
の
桜
川
市
地
域
商
社

と
連
携
し
て
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
を
増
や
せ
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

９
月
議
会
前
の
議

会
全
員
協
議
会
で
、

総
合
戦
略
部
長
か
ら
、「
大

和
駅
北
広
場
周
辺
エ
リ
ア

に
お
け
る
住
宅
開
発
事
業

者
」
募
集
の
結
果
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
事
業
提
案
者
は
、

東
京
都
新
宿
区
に
あ
る
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
地
所
株
式
会

社
、
提
案
内
容
が
、「
住

宅
84
棟
、
マ
ン
シ
ョ
ン
45

戸
」
と
の
も
の
で
し
た
。

あ
ま
り
に
も
大
き
な
計
画

に
、
質
問
す
る
気
持
ち
も

萎
え
て
、
だ
れ
か
ら
も
質

問
ひ
と
つ
出
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
こ
で
質
問
で
す
が
、

に
の
み
や
工
務
店
を
主
体

と
し
た
「
さ
く
ら
土
地
開

発
合
同
会
社
」
の
住
宅
建

設
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地
所

株
式
会
社
の
住
宅
開
発
と

の
違
い
は
、
ど
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
さ
く
ら
土
地
」
の
工

事
着
手
も
進
ん
で
い
な
い

の
に
、
さ
ら
に
大
き
な
住

宅
開
発
が
本
当
に
可
能
な

の
か
、
不
安
を
覚
え
ま
す
。

こ
の
疑
問
に
は
ど
う
答
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、「
さ
く
ら
土
地
」

の
業
務
代
行
方
式
に
よ
る

宅
地
開
発
事
業
は
、
ど
の

く
ら
い
遅
れ
て
い
る
の
で

す
か
。
87
戸
の
分
譲
販
売

が
、
ま
だ
端
緒
に
つ
い
て

い
な
い
段
階
で
、
こ
の
事

業
と
競
合
す
る
心
配
も
あ

り
ま
す
。「
実
現
性
は
高
い
」

と
言
い
切
っ
て
い
い
も
の

で
し
ょ
う
か
。
私
に
は
疑

問
で
す
。
総
合
戦
略
部
長

の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

総
合
戦
略
部
長

「
さ
く
ら
土
地
」

の
事
業
は
、
若
者
世
代
の

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か

け
、
市
外
か
ら
の
移
住
促

進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
し
た
事
業
で
す
。

　
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地
所
」

は
首
都
圏
の
シ
ニ
ア
・
富

裕
層
の
方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
い
ま
す
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
が
違
う
こ
と
か
ら
、

競
合
す
る
こ
と
な
く
、
実

現
の
可
能
性
は
高
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。「
さ

く
ら
土
地
」
の
事
業
の
遅

れ
は
3
ヶ
月
と
み
て
い
ま

す
。

６人の議員が一般質問を行いました

桜川筑西IC周辺地区開発状況

桜
川
筑
西
IC
周
辺
地
区

開
発
事
業
に
つ
い
て
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台
風
や
長
雨
等
に

よ
り
水
害
が
多
く

発
生
し
て
い
る
。
対
策
強

化
に
向
け
桜
川
、
筑
西
、

土
浦
、
つ
く
ば
の
4
市
で

「
桜
川
改
修
期
成
同
盟
会
」

が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
事

務
局
が
筑
西
市
か
ら
桜
川

市
に
移
さ
れ
た
。
経
緯
、

効
果
、
関
東
整
備
局
長
に

ど
の
よ
う
な
要
望
を
し
た

の
か
伺
う
。

建
設
部
長　
桜
川

市
内
の
未
改
修
箇

所
、
水
害
を
受
け
る
場
所

が
多
い
こ
と
を
理
由
に
事

務
局
を
移
さ
れ
、
桜
川
の

整
備
の
予
算
配
分
、
国
土

強
靭
化
対
策
を
要
望
し
、

予
算
の
確
保
を
し
て
い
た

市
の
河
川
改
修
に

つ
い
て

武井久司 議員

だ
き
ま
し
た
。

10
月
6
日(

火)

の

懇
談
会
で
、
白
田

県
議
か
ら
筑
輪
川
の
樹
木

の
伐
採
・
堆
積
土
砂
の
撤

去
や
橋
梁
長
寿
命
化
工
事

の
実
施
の
説
明
が
あ
っ
た
。

国
道
50
号
か
ら
県
道
西
小

塙
石
岡
線
間
の
河
川
改
修

が
遅
れ
て
い
る
。
市
は
要

望
を
出
し
て
い
る
の
か
、

県
の
対
応
を
伺
う
。

建
設
部
長　
護
岸

等
の
詳
細
設
計
中

で
、
本
年
度
中
に
地
元
説

明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

子
育
て
支
援
と
高

齢
者
支
援

人
生
１
０
０
年
時

代
の
中
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
全
世

帯
型
社
会
制
度
の
構
築
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
に
お
け

る
、
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
位
置

情
報
は
、
保
護
者

に
と
っ
て
大
き
な
安
心
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
他
市
町
村
の
導
入

状
況
、
費
用
、
運
用
方
法

な
ど
調
査
し
、
導
入
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

高
齢
者
が
増
え
る

中
で
地
域
の
「
つ

な
が
り
」
の
希
薄
化
へ
の

対
応
が
急
務
と
思
わ
れ
る
。

市
内
の
独
居
高
齢
者
が
何

世
帯
あ
る
の
か
。
対
応
・

対
策
に
つ
い
て
も
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

独
居
高
齢
者(

70

歳
以
上)
は
、
11
月
末
時

点
で
１
０
９
４
人
で
、
シ

ス
テ
ム
利
用
割
合
は
１

５
・
８
％
で
す
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
筑
西
広
域
消

防
本
部
に
通
報
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
シ
ス
テ
ム
を
必
要

と
す
る
方
の
把
握
に
努
め
、

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
整
備
を
し
て
い
き
ま

い
き
ま
す
。

飯島洋省 議員

こ
れ
か
ら
の
時

代
、
高
齢
者
や
買

物
困
難
者
を
守
る
対
応
と

し
て
、
民
間
利
用
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が
有
効

で
あ
り
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

高
齢
者
支
援
及
び

見
守
り
と
し
て
、
在
宅
予

防
介
護
支
援
事
業
に
よ
る

軽
度
生
活
支
援
、
食
の
自

立
支
援
、
独
り
暮
ら
し
高

齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
度
生
活
支
援
は
、
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
が
対
象
で
、
買
物
や

家
事
手
伝
い
を
週
1
回
1

時
間
ま
で
、
お
弁
当
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
は
週
2
回
、

見
守
り
を
兼
ね
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

独
り
暮
ら
し
高
齢
者

へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
6
名
の
方
が
週
2
回

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
委

託
し
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
の
調
理
や
配
達
の
環

境
上
、
こ
れ
以
上
の
希
望

者
を
増
や
せ
な
い
状
況
の

中
、
民
間
利
用
は
有
効
で

あ
り
、
事
業
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
問
合
せ
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
な
い
高
齢

者
が
主
と
見
込
ま
れ
、
今

後
意
向
調
査
を
行
い
検
証

し
て
ま
い
り
ま
す
。

桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
周

辺
開
発
整
備
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
周

辺
の
開
発
に
つ
い

て
工
期
・
完
成
イ
メ
ー
ジ

等
、
積
極
的
に
情
報
開
示

を
し
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
、
如
何
か
。

総
合
戦
略
部
長

桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
地

区
開
発
整
備
区
域
内
で
現

在
実
施
し
て
い
る
工
事
に

つ
い
て
、
工
事
工
区
が
多

い
こ
と
、
公
園
や
調
整
池
、

歩
道
な
ど
、
施
設
ご
と
の

完
成
時
期
等
に
つ
い
て
現

時
点
で
は
正
確
な
見
通
し

が
見
え
な
い
た
め
、
情
報

等
の
発
信
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
注
目
さ
れ
て
い
る
事

業
で
あ
り
、
今
後
提
供
で

き
る
情
報
を
整
理
し
、
完

成
予
想
図
等
の
掲
示
を
含

め
、
で
き
る
限
り
き
め
細

や
か
な
情
報
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
の
福
祉
支
援
や
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
整
備
の
詳

細
な
工
期
・
工
事
内
容

・
企
業
工
場
誘
致
の
優
遇
措

置
や
積
極
的
な
メ
リ
ッ
ト

の
検
討

・
岩
瀬
工
業
団
地
の
今
後
の

事
業
化
へ
の
展
望

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス

補
助
事
業
の
可
能
性

友
部
地
区
に
畑
と

侵
入
路
を
作
る
と

し
て
市
に
森
林
伐
採
届
が

出
さ
れ
、
市
が
こ
れ
に
対

し
て
確
認
通
知
書
を
交
付

し
て
工
事
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
こ
に
広
大
な
土
地

を
所
有
し
、
か
つ
工
事
を

行
っ
て
い
る
の
は
同
一
の

業
者
と
い
う
こ
と
で
良
い

か
。

経
済
部
長　
伐
採

届
出
用
地
の
隣
接

の
広
大
な
土
地
の
所
有
者

に
つ
い
て
は
、
届
出
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
伐
採

業
者
に
つ
い
て
は
、
書
類

に
は
記
載
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

新
図
書
館
建
設
・
岩
瀬
中
央
公
民
館
改
築
・
新
庁
舎

建
設
に
伴
う
岩
瀬
庁
舎
の
支
所
機
能
に
つ
い
て

榎戸和也 議員

萩原剛志 議員

森
林
伐
採
面
積
が

届
出
と
違
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
市
は

業
者
に
何
か
働
き
か
け
を

し
て
い
る
か
。

経
済
部
長　
最
初

に
提
出
さ
れ
た
届

出
書
と
伐
採
さ
れ
た
現
況

に
違
い
が
あ
り
、
正
確
な

面
積
を
報
告
す
る
よ
う
指

導
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
事
業
に
は
、

克
服
す
べ
き
各
種

法
令
等
の
課
題
が
数
多
く

あ
る
。
市
は
、
こ
れ
ら
が

あ
る
こ
と
を
確
認
の
上
で

確
認
通
知
書
を
出
し
て
い

る
の
か
。経

済
部
長　
確
認

通
知
書
に
つ
い
て

は
、
要
件
が
整
っ
て
い
た

の
で
出
し
ま
し
た
。
関
係

法
令
等
は
届
出
書
に
添
付

さ
れ
て
い
た
小
規
模
林
地

開
発
概
要
書
の
内
容
で
あ

り
、
確
認
通
知
書
を
出
し

た
こ
と
に
問
題
は
な
か
っ

た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

届
出
書
で
は
５
条

（
注
）森
林
の
伐
採

面
積
が
８
７
６
０
㎡
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が

正
し
い
こ
と
を
ど
う
確
認

し
た
か
。経

済
部
長　
面
積

に
つ
い
て
は
、
届

出
書
に
あ
る
と
お
り
の
面

積
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

相
手
が
届
け
出
た

も
の
を
、
そ
の
ま

ま
の
内
容
で
、
確
認
通
知

書
を
出
す
と
い
う
こ
と
か
。

経
済
部
長　
届
出

に
つ
い
て
は
、
届

出
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容

を
確
認
し
ま
す
。
届
出
内

容
に
齟
齬
が
あ
れ
ば
、
指

導
し
ま
す
。

(

注)

森
林
法
で
は
、
５
条

森
林
の
伐
採
面
積
が
一
万

㎥
超
は
県
の
許
可
、
そ

れ
以
下
は
市
へ
の
届
出
と

な
っ
て
い
る
。

桜
川
市
に
は
、
日

本
図
書
館
協
会
が

提
唱
す
る
最
低
規
模
を
満

た
す
図
書
館
が
な
い
。
全

国
で
も
図
書
館
が
な
い
市

は
８
市
に
限
ら
れ
る
。
岩

瀬
中
央
公
民
館
に
つ
い
て

も
老
朽
化
が
進
み
、
今
後

の
存
続
が
不
安
に
感
じ
ら

れ
る
。
ま
た
、
現
在
の
大

和
庁
舎
付
近
に
、
新
庁
舎

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、
岩
瀬
庁
舎

が
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
新
図
書
館
の
建
設
候

補
地
は
。教

育
部
長　
建
設

候
補
地
に
つ
き
ま

し
て
は
、
３
ヶ
所
選
定
し
、

1
ヶ
所
目
は
、
岩
瀬
中
央

公
民
館
敷
地
内
で
す
。
老

朽
化
の
目
立
つ
岩
瀬
中
央

公
民
館
の
改
修
・
建
替
え

を
併
せ
て
複
合
施
設
と
し

て
検
討
し
ま
す
。
2
ヶ
所

目
は
、
岩
瀬
庁
舎
敷
地
内

で
、
岩
瀬
庁
舎
が
廃
止
と

な
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す

る
跡
地
利
活
用
案
と
し
て
、

岩
瀬
地
区
の
市
役
所
窓
口

兼
図
書
館
の
建
設
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
3
ヶ
所
目

は
、
Ｊ
Ｒ
岩
瀬
駅
周
辺
で
、

自
転
車
拠
点
整
備
が
検
討

さ
れ
て
い
る
、
Ｊ
Ｒ
水
戸

線
岩
瀬
駅
周
辺
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

岩
瀬
中
央
公
民
館

の
利
用
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

教
育
部
長　
利
用

率
が
高
く
、
老
朽

化
の
現
状
を
踏
ま
え
、
新

図
書
館
建
設
な
ど
、
他
の

公
共
施
設
と
の
連
携
や
複

合
化
な
ど
を
視
野
に
入
れ

検
討
し
ま
す
。

岩
瀬
庁
舎
が
廃
止

に
な
っ
た
場
合
、

市
の
施
設
内
に
市
役
所
の

支
所
機
能
を
持
つ
場
所
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。

市
長
公
室
長

「
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う

に
、
本
庁
舎
と
は
別
に
支

所
を
置
く
こ
と
と
す
る
」

と
の
基
本
方
針
が
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難

所
運
営
の
あ
り
方

・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
と
発
熱

時
の
対
応

・
桜
川
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

取
り
組
み

・
行
政
手
続
き
に
お
け
る
押

印
廃
止

・
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
と
接
続

す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
拠
点

施
設
の
整
備

友
部
地
区
で
の

森
林
伐
採
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　次の定例会は

３月９日（火）
10時開会予定です。
議会の傍聴は、新型コロナウィ
ルスの影響により、ホームペー
ジ等でお知らせします。
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　11 月
	 	 4 日	 筑北環境衛生組合議会臨時会
	17日	 建設経済常任委員会
	24日	 文教厚生常任委員会
	25日	 議会運営委員会・議会全員協議会・
	 	 第 4回臨時会・議会改革特別委

員会

　12 月
		 １日	 総務常任委員会・文教厚生常任委員

会・建設経済常任委員会
		 ２日	 議会運営委員会・議会全員協議

会
8〜11日　第４回定例会
		 8 日	 議会改革特別委員会
		 9 日	 総務常任委員会・建設経済常任

委員会
	11日	 議会広報特別委員会

　 1 月
	13 日	 議会広報特別委員会
	25日	 総務常任委員会・文教厚生常任委員

会
	27日	 議会運営委員会・議会全員協議会・
	 	 第 1回臨時会

中、私達にできることは、三
密回避、手洗い、適切な距離、
マスクの徹底、体調が悪けれ
ば出歩かないという基本的な
ことと、何より感染者をこと
さらに誹謗中傷せずみんなで
乗り切っていくことです。そ
の先の元気な活力のある桜川
市を創るべく、今は、目の前
の自分ができることから取り
組んでいきたいと思います。
� 飯島�洋省


